
選考基準 

以下の基準に基づき、評価・選定を行います。 

 

⚫ 研究テーマの妥当性・有効性 

− 研究目的および内容が、研究助成の趣旨および応募テーマに沿ったふさわしい

ものであるか 

− 研究目的の背景、意義および関連する国内外の研究動向との位置づけが明確で

あるか 

− 研究の目的や内容に新規性、独自性、進歩性、挑戦性が認められるか 

− 研究成果として、アーユルヴェーダ分野、予防医学分野あるいは社会などへの

波及効果が期待できるか 

⚫ 研究方法・計画の妥当性 

− 研究目的を達成するための具体的な実施手順・計画が明確に設定されているか。

また実行可能性が高いか 

− 助成金の使用計画が研究計画に照らし合わせて適切であるか 

− 適切な倫理的配慮が十分になされているか 

⚫ 研究遂行能力及び研究環境の妥当性 

− これまでの実績や研究活動等から見て、研究計画に対する十分な遂行能力を有

しているか 

− 研究の実施に必要な施設・設備・資料等、研究環境は整っているか 


